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ロ
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ウ
ク
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イ
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反
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し
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地
域

ロ
シ
ア
側
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※
米「
戦
争
研
究
所
」と
英
国
防
省

な
ど
に
よ
る

ロ
シ
ア
軍
の
侵
攻
状
況
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詳しい天気は３面をご覧ください

２０２２．４．１３

今
の
季
節
、
色
と
り
ど
り

の
花
の
苗
が
店
頭
に
出
て
い

る
が
、
そ
の
一
つ
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
原
産
の
「
ワ
ス
レ
ナ
グ

サ
（
勿
忘
草
）
」
が
あ
る
。

小
さ
く
て
か
わ
い
ら
し
い
瑠

璃
色
（
青
）
の
花
で
、
中
心
は
黄
色
ま

た
は
白
色
の
目
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
英
語
の
「
フ
ォ
ゲ

ッ
ト
・
ミ
ー
・
ノ
ッ
ト

（
私
を
忘
れ
な
い
で
）」

そ
の
ま
ま
の
名
前
を
持

つ
▼
元
は
ド
イ
ツ
の
伝

説
が
由
来
だ
と
い
う
。

若
い
男
女
２
人
が
ド
ナ
ウ
川
の
ほ
と
り

を
歩
い
て
い
た
時
、
小
さ
な
青
い
花
を

見
つ
け
た
。
男
が
恋
人
の
た
め
に
取
ろ

う
と
し
た
瞬
間
、
川
に
落
ち
て
流
さ
れ

た
。
女
は
彼
を
追
っ
た
。
や
が
て
男
は

摘
ん
だ
花
を
彼
女
に
投
げ
な
が
ら
「
僕

を
忘
れ
な
い
で
」
と
叫
ん
で
消
え
た
。

悲
し
い
、
は
か
な
い
物
語
で
あ
る
▼
名

前
ゆ
え
か
、
多
く
の
人
た
ち
が
俳
句
に

詠
ん
で
い
る
。
「
勿
忘
草
わ
か
も
の
の

墓
標
ば
か
り
な
り
」
（
石
田
波
郷
）
。

石
田
は
愛
媛
県
松
山
市
出
身
。
出
征
し

て
結
核
を
患
い
、
常
に
死
を
意
識
し
て

戦
後
を
生
き
た
。
こ
の
俳
句
は
戦
後
間

も
な
く
故
郷
に
帰
省
し
た
際
の
も
の
。

そ
こ
に
は
若
く
し
て
死
ん
で
い
っ
た
兵

士
の
墓
が
あ
っ
た
（
『
石
田
波
郷
』
山

田
み
づ
え
編
・
著
）
▼
瑠
璃
色
の
花
と

中
心
に
あ
る
黄
色
い
目
を
見
な
が
ら
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
空
の
青
と
小
麦
の
黄
を

配
し
た
２
色
国
旗
を
思
い
浮
か
べ
た
。

そ
の
広
大
な
大
地
が
今
、
ロ
シ
ア
の
武

力
侵
攻
で
荒
ら
さ
れ
、
祖
国
を
守
ろ
う

と
多
く
の
若
者
た
ち
が
戦
っ
て
い
る
。

「
僕
を
忘
れ
な
い
で
」
。
ど
れ
ほ
ど
の

恋
人
た
ち
が
泣
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

クラリネットを習い始

めてわずか２年。大分市

の女子中学生が日本ジュ

ニア管打楽器コンクール

・ソロ部門クラリネット

の部中学生コースで銀賞

を受賞した。

大分方言②

「ひーろ」ってど

ういう意味？

竹田市久住町の市営宿

泊温泉施設・久住高原ホ

テルに、「くじゅう高原

マルシェ」とアスレチッ

クの「クレストパーク」

がオープン。新たなにぎ

わい創出を図っている。

友達とたくさん遊ん

で、勉強も運動も頑張る

ぞ！ 県内の多くの公立

小学校で12日、入学式が

あった。新１年生は元気

いっぱいの笑顔で、学校

生活をスタートした。

核
兵
器
の
性

能
・
安
全
性
の

評
価
や
改
良
を
目
的
と
す

る
実
験
の
一
つ
で
、
核
爆

発
は
伴
わ
な
い
。
核
分
裂

の
連
鎖
反
応
が
続
く
「
臨

界
」
に
な
ら
な
い
よ
う
少
量
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
な
ど
の
核
物
質
に
高
性
能
火
薬

の
爆
発
で
衝
撃
を
与
え
、
反
応
を
調
べ

る
。
核
爆
発
を
伴
う
全
て
の
核
実
験
を

禁
じ
る
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ

Ｔ
Ｂ
Ｔ
、
未
発
効
）
に
は
抵
触
し
な
い

が
、
条
約
の
精
神
に
反
す
る
と
の
批
判

も
あ
る
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領

（ゲ
ッ
テ
ィ
＝
共
同
）

佐伯市に進出したＩＴ企業「ＬＲ」。地元
在住者や出身者４人が働く＝同市大手町

親
ロ
シ
ア
派
部
隊
の
軍
事
車
両
＝
11
日
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
南
東
部
マ
リ
ウ
ポ
リ
（
ロ
イ
タ
ー
＝
共
同
）

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
（
ロ
イ

タ
ー
＝
共
同
）

プ
ー
チ
ン
大
統
領

大
分
県
へ
の
２
０
２
１
年
度
の
企
業
誘
致
と
進
出
企
業
に
よ
る
投
資
件
数
は
計
68
件
と
、
３
年

ぶ
り
に
増
加
し
た
。
18
年
度
の
59
件
を
上
回
り
、
１
９
７
９
年
の
統
計
開
始
以
来
、
最
多
と
な
っ

た
。
県
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
33
件
に
落
ち
込
ん
だ
前
年
度
か
ら
の
反
動
に
加

え
、
働
き
方
の
多
様
化
を
背
景
に
、
地
方
に
拠
点
を
構
え
る
Ｉ
Ｔ
企
業
が
増
え
た
こ
と
も
後
押
し

し
た
。

県
企
業
立
地
推
進
課
に
よ
る

と
、
件
数
に
は
▽
県
外
か
ら
誘

致
し
た
企
業
数
▽
進
出
企
業
に

よ
る
新
規
雇
用
を
生
む
設
備
投

資
件
数
▽
大
分
市
の
大
分
業
務

流
通
団
地
の
新
規
立
地
数
―
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
内
訳
は
非
公

表
。市

町
村
別
で
は
大
分
市
が
20

件
で
５
年
連
続
の
ト
ッ
プ
。
若

者
や
女
性
が
多
く
、
人
手
を
確

保
し
や
す
い
こ
と
が
要
因
と
み

ら
れ
る
。
次
い
で
多
い
国
東
市

は
12
件
。
コ
ロ
ナ
禍
で
控
え
ら

れ
て
い
た
製
造
業
の
設
備
投
資

が
伸
び
、
廃
校
舎
を
利
用
し
た

企
業
誘
致
も
実
を
結
ん
だ
。
自

動
車
関
連
が
集
積
す
る
県
北
は

投
資
が
堅
調
で
、
中
津
市
（
８

件
）
、
豊
後
高
田
市
（
７
件
）、

宇
佐
市
（
５
件
）
が
続
い
た
。

業
種
別
で
は
自
動
車
や
車
部

品
を
扱
う
「
輸
送
用
機
械
」
が

12
件
で
最
多
。
半
導
体
関
連
を

含
む
「
電
機
・
電
子
」
は
10
件

で
３
年
ぶ
り
に
２
桁
台
を
回
復

し
た
。
伸
び
が
目
立
っ
た
の
は

Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
「
情
報
通

信
」
。
前
年
度
の
２
件
か
ら
11

件
に
急
増
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

「
密
」
を
避
け
、
地
方
に
目
を

向
け
る
企
業
が
増
え
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
管

理
・
運
営
や
電
子
商
取
引
を
手

が
け
る
Ｉ
Ｔ
企
業
「
Ｌ
Ｒ
（
エ

ル
ア
ー
ル
）
」
（
鹿
児
島
県
日

置
市
）
は
昨
年
、
佐
伯
市
内
に

支
店
を
開
設
し
た
。
現
在
、
地

元
在
住
者
や
出
身
者
４
人
を
雇

い
、
さ
ら
な
る
増
員
も
計
画
し

て
い
る
。

末
永
祐
馬
社
長
（32
）は
進
出

の
利
点
を
「
業
態
的
に
は
ど
こ

で
も
仕
事
が
で
き
る
。
佐
伯
に

拠
点
を
置
く
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト

で
扱
う
水
産
物
の
生
産
者
ら
と

直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
社
員
も
や
り
が
い
を
持
っ

て
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
る
」

と
話
す
。

県
に
よ
る
と
、
企
業
誘
致
・

設
備
投
資
の
増
加
に
伴
い
、
新

規
雇
用
も
９
２
０
人
と
３
年
ぶ

り
に
増
え
た
。
同
課
は
「
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
早
め
に
つ
か
み
、

誘
致
企
業
の
増
加
を
図
り
た

い
」
と
考
え
て
い
る
。

（
乙
咩
啓
太
郎
）

バ
イ
デ
ン
米
政
権
が
昨
年
６

月
と
９
月
に
核
爆
発
を
伴
わ
な

い
臨
界
前
核
実
験
を
２
回
実
施

し
て
い
た
こ

と
が
12
日
、

分
か
っ
た
。

米
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
核
安
全

保
障
局
（
Ｎ

Ｎ
Ｓ
Ａ
）
が

共
同
通
信
に
明
ら
か
に
し
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
で
初
の
実
施

で
、
１
年
に
２
回
行
う
の
は
オ

バ
マ
政
権
下
の
２
０
１
０
年
以

来
。
ロ
シ
ア
や
中
国
と
の
対
立

で
核
軍
縮
が
停
滞
す
る
中
、
核

戦
力
の
近
代
化
を
推
進
し
て
い

る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

（
８
面
に
関
連
記
事
）

Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
と
、
西
部

ネ
バ
ダ
州
の
地
下
核
実
験
場
で

21
年
６
月
22
日
に
「
ナ
イ
ト
シ

ェ
ー
ド
Ｂ
」
と
称
す
る
実
験
を

実
施
。
９
月
16
日
に
同
「
Ｃ
」

を
行
っ
た
。３
回
続
き
の
第
２
、

３
回
目
で
、
初
回
の
同
「
Ａ
」

は
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
下
の
20
年

11
月
に
行
わ
れ
た
。

今
回
の
実
験
の
詳
細
な
目
的

は
不
明
だ
が
、
臨
界
前
核
実
験

は
、
開
発
中
の
新
型
空
中
発
射

長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
（
Ｌ
Ｒ

Ｓ
Ｏ
）
や
、
大
陸
間
弾
道
ミ
サ

イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
に
搭
載
す

る
核
弾
頭
の
近
代
化
計
画
に
不

可
欠
と
さ
れ
る
。
米
国
は
新
型

核
弾
頭
「Ｗ
93
」の
開
発
に
も
着

手
し
て
お
り
、
長
崎
大
の
冨
塚

明
准
教
授
は
「
長
期
計
画
は
ト

ラ
ン
プ
前
政
権
か
ら
大
き
く
変

わ
っ
て
い
な
い
」と
指
摘
し
た
。

核
軍
縮
推
進
派
諸
国
は
核
保

有
国
の
戦
力
増
強
に
危
機
感
を

強
め
て
お
り
、
６
月
に
ウ
ィ
ー

ン
で
予
定
さ
れ
る
核
兵
器
禁
止

条
約
の
第
１
回
締
約
国
会
議
で

軍
縮
へ
の
転
換
を
強
く
迫
る
構

え
だ
。

Ｌ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
は
戦
略
爆
撃
機
に

積
ん
で
敵
の
防
空
網
の
外
か
ら

攻
撃
す
る
ミ
サ
イ
ル
で
、
威
力

を
抑
え
ら
れ
る
核
弾
頭
「
Ｗ
80

―
４
」
の
搭
載
を
計
画
。
ロ
シ

ア
が
保
有
す
る
「
小
型
核
」
に

対
抗
す
る
狙
い
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

米
専
門
家
ら
は
Ｌ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
は

実
戦
使
用
を
前
提
と
す
る
兵
器

だ
と
指
摘
、
核
抑
止
に
貢
献
し

な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｎ

Ｓ
Ａ
に
よ
る
と
「
Ｗ
80
―
４
」

と
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
用
の
「Ｗ
87
―
１
」

は
24
年
以
降
に
完
成
す
る
計

画
。米

国
は
１
９
９
２
年
に
地
下

核
実
験
を
停
止
し
、
97
年
か
ら

臨
界
前
核
実
験
を
開
始
。
バ
イ

デ
ン
氏
が
副
大
統
領
を
務
め
た

オ
バ
マ
政
権
時
は
４
回
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
下
で
は
３
回
行
わ
れ

た
。

【
キ
ー
ウ
共
同
】
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
軍
は
11

日
、
南
東
部
マ
リ
ウ
ポ
リ
に
攻

勢
を
か
け
た
。
制
圧
は
目
前
に

迫
り
、
南
東
部
の
要
衝
を
巡
る

攻
防
は
最
終
局
面
に
入
っ
た
。

ロ
シ
ア
軍
の
支
援
を
受
け
る
親

ロ
派
は
マ
リ
ウ
ポ
リ
で
化
学
兵

器
を
使
う
可
能
性
に
言
及
。
マ

リ
ウ
ポ
リ
の
ボ
イ
チ
ェ
ン
コ
市

長
は
11
日
、Ａ
Ｐ
通
信
に
対
し
、

民
間
人
１
万
人
以
上
が
死
亡

し
、
死
者
数
は
２
万
人
を
超
え

る
恐
れ
が
あ
る
と
述
べ
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
側
は
ロ
シ
ア
軍
が
ド

ネ
ツ
ク
、
ル
ガ
ン
ス
ク
の
東
部

２
州
で
総
攻
撃
態
勢
を
整
え
つ

つ
あ
る
と
し
て
警
戒
を
強
め

た
。

（
３
面
に
関
連
記
事
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
大
統
領
は
11
日
、
化
学
兵
器

が
使
用
さ
れ

る
可
能
性
を

「
最
大
限
深

刻
に
受
け
止

め
て
い
る
」

と
強
調
し

た
。

ロ
シ
ア
国
防
省
は
12
日
、
製

鉄
所
近
く
か
ら
逃
走
を
図
っ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
部
隊
約
１
０

０
人
を
攻
撃
し
半
数
を
殺
害
し

た
と
表
明
。
ロ
シ
ア
軍
が
マ
リ

ウ
ポ
リ
を
制
圧
す
れ
ば
ド
ネ
ツ

ク
州
南
部
は
ロ
シ
ア
の
支
配
下

に
入
り
、
同
州
北
西
部
へ
の
攻

撃
に
全
力
を
傾
け
る
と
み
ら
れ

る
。ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
12
日
、
視

察
先
の
極
東

ア
ム
ー
ル
州

の
ボ
ス
ト
ー

チ
ヌ
イ
宇
宙

基
地
で
、
軍

事
作
戦
に
つ
い
て
全
て
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
疑
い
の

余
地
は
な
い
と
述
べ
た
。

ロ
シ
ア
軍
の
支
援
を
受
け
る

親
ロ
派
「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和

国
」
軍
事
部
門
の
バ
ス
ー
リ
ン

報
道
官
は
11
日
、
マ
リ
ウ
ポ
リ

の
製
鉄
所
の
地
下
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
部
隊
が
潜
ん
で
い
る
と
し

「
化
学
部
隊
の
手
で
い
ぶ
り
出

す
の
が
簡
単
だ
」と
発
言
し
た
。

マ
リ
ウ
ポ
リ
を
拠
点
と
す
る

戦
闘
集
団
「
ア
ゾ
フ
連
隊
」は
、

ロ
シ
ア
軍
が
無
人
機
か
ら
有
毒

な
化
学
物
質
を
投
下
し
、
３
人

に
呼
吸
障
害
な
ど
が
出
て
い
る

と
主
張
し
た
。
バ
ス
ー
リ
ン
氏

は
否
定
す
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
マ
リ
ャ
ル
国
防
次
官
は

「
白
リ
ン
弾
の
可
能
性
」
を
指

摘
し
た
。
米
欧
は
ロ
シ
ア
軍
の

化
学
兵
器
使
用
は
確
認
で
き
な

い
と
し
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
防
省
報
道
官

は
11
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
東
部
２

州
で
近
く
大
規
模
攻
撃
を
始

め
る
と
の
分
析
を
明
ら
か
に

し
た
。
重
要
港
湾
の
マ
リ
ウ
ポ

リ
で
は
ロ
シ
ア
軍
の
包
囲
攻
撃

が
１
カ
月
以
上
に
及
ん
で
い

る
。

２０２２年（令和4年）

月 日4 13
水曜日
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